
 

                        

                        

            

富
士
森
公
園
は
八
王
子
市
最
初
の
公
園
と

し
て
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
に
開
園
。

公
園
の
あ
る
丘
陵
地
は
、
古
く
か
ら
「
富
士
森

の
丘
」
と
呼
ば
れ
、
公
園
名
は
こ
れ
に
由
来
し

て
い
る
。
い
ま
で
は
周
辺
の
開
発
に
よ
り
富
士

山
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
の
よ
う
な

公
園
整
備
は
昭
和
二
十
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
、

野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
等

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
運
動
公
園
と
し
て
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
園
内
に

は
富
士
浅
間
神
社
お
よ
び
富
士
塚
、
戦
没
者
慰

霊
碑
な
ど
も
あ
る
。 

今
は
四
季
に
わ
た
り
様
々
な
行
事
が
催
さ

れ
て
お
り
、
桜
祭
り
、
さ
つ
き
展
、
花
火
大
会

な
ど
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
。 

戦
後
暫
く
の
間
、
富
士
森
公
園
の
一
角
に
、

廃
棄
に
な
っ
た
旧
日
本
軍
の
高
射
砲
が
取
り

残
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
跡
に
「
平
和
」

の
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

富士森公園の「平和」像 



 
 

1 
 

◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

京
王
線
山
田
駅
前
よ
り
出
発
し
、
同
駅

に
戻
っ
て
来
る
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。
駅
前

の
都
道
五
百
六
号
線
を
右
へ
。
一
つ
目
の

信
号
を
右
、
十
分
程
で
雲
龍
寺
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
北
へ
歩
き
、
山
田
川
を
渡
る
と

廣
園
寺
。
市
内
で
都
の
重
文
が
一
番
多
い

古
刹
で
あ
る
。
更
に
北
へ
、
朝
日
ヶ
丘
新

道
を
横
切
り
、
御
所
水
弁
財
天
へ
と
向
か

う
。
市
内
で
一
番
美
人
の
弁
天
様
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
弁
財
天
を
出
る
と
富

士
森
公
園
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
他

に
、
遺
跡
の
多
い
公
園
で
も
あ
る
。
体
育

館
前
交
差
点
を
東
の
方
へ
、
少
し
歩
く
と

直
入
院
。
五
智
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

直
入
院
を
下
る
と
、
塩
な
め
地
蔵
や
稚
子

塚
の
あ
る
萬
福
寺
が
あ
る
。
山
田
川
沿
い

に
出
て
西
へ
歩
き
、
赤
根
橋
（
月
見
橋
）

が
見
え
た
所
か
ら
川
沿
い
に
東
側
へ
U

ー
タ
ー
ン
し
、
木
根
橋
を
渡
る
。
お
は
な

地
蔵
や
お
助
け
地
蔵
な
ど
を
拝
し
な
が
ら
、

鎌
倉
古
道
を
歩
く
。
古
道
の
途
中
か
ら
折

れ
て
、
山
田
駅
へ
と
帰
っ
て
来
る
。
解
散
。 

①
天
海
山

雲
龍
寺 

八
王
子
市
山
田
町
一
六
八
八
の
二 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦
如
来 

開
基 

隨
翁
舜
悦
卜
山
上
人 

開
創 

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
） 

曹
洞
宗
福
井
永
平
寺
、
横
浜
鶴
見
総
持

寺
の
大
本
山
に
次
ぐ
曹
洞
宗
格
地
。
元
、

八
木
町
三
年
坂
脇
（
元
本
郷
村
）
に
あ
っ

た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
区
画

整
理
に
よ
り
山
田
町
に
移
転
し
て
い
る
。 

 
 

明
治
期
に
一
時
衰
退
し
た
が
、
そ
の
後

復
興
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
、
太
平

洋
戦
争
に
よ
っ
て
本
堂
が
焼
失
。
山
田
町

に
移
転
後
、
本
堂
・
鐘
楼
・
客
殿
等
を
整

備
す
る
一
方
、
一
九
七
五
年
四
月
、
曹
洞

宗
格
地
に
昇
格
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
寺
院

僧
の
修
行
も
行
っ
て
い
る
。
伽
藍
も
南
大

門
・
北
大
門
・
本
堂
・
客
殿
・
五
重
塔
（
高

さ
四
十
五
ｍ
）
な
ど
次
々
と
整
備
を
図
っ

て
い
る
。
境
内
に
は
延
享
年
間
の
車
地

蔵
・
十
八
ｍ
の
大
塔
婆
・
全
国
一
の
達
磨

像
な
ど
が
あ
る
。 

                        

雲龍寺五重塔 日本一という達磨大師 
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●
舜
悦
卜
山
和
尚
の
生
地 

 

多
摩
郡
奈
良
原
村
（
現
在
の
楢
原
町
） 

卜
山
の
生
ま
れ
は
百
姓
の
娘
が
旅
僧

の
夢
で
胎
内
に
子
を
宿
し
た
と
い
わ
れ
る
。

未
婚
の
母
の
た
め
家
を
追
わ
れ
小
津
村

（
現
在
小
津
町
）
の
が
き
が
谷
戸
山
中
の

大
き
な
木
の
根
元
に
赤
子
を
捨
て
る
。
元

気
な
赤
子
で
大
き
な
声
で
泣
き
、
七
つ
の

山
・
七
つ
の
谷
を
も
越
え
て
聞
こ
え
る
声

に
心
源
院
の
老
僧
が
引
き
取
っ
た
。
成
長

す
る
に
、
努
力
・
勤
勉
・
勢
力
益
々
そ
の

偉
大
さ
を
発
揮
し
、
北
条
氏
康
・
氏
照
の

支
援
を
受
け
た
。
ま
た
、
武
田
信
玄
の
娘

松
姫
様
に
も
関
係
が
深
く
良
く
面
倒
を
見

た
そ
う
だ
。 

 

隨
翁
舜
悦
（
卜
山
和
尚
）
は
心
源
院
第

六
世
と
な
り
、
宗
閑
寺
・
信
松
院
・
雲
龍

寺
・
興
岳
寺
・
宝
珠
寺
・
暉
窓
寺
・
良
泉

寺
の
開
山
。 

 

永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
広
園
寺
で

出
家
の
後
、
諸
国
へ
修
行
に
出
る
。 

  

           

●
念
仏
車
地
蔵
尊 
 

地
蔵
尊
の
台
座
に
願
掛
け
を
す
る
と
き

回
す
輪
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
車
地
蔵
尊
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
長
い
間
に
地
蔵
さ
ま

も
大
変
痛
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
か
ら
二
百

六
十
年
前
の
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
雲

龍
寺
第
五
世
実
門
和
尚
の
時
、
修
験
者
円

開
慈
心
と
檀
家
、
そ
れ
に
本
郷
村
の
有
志

が
痛
ん
だ
地
蔵
さ
ま
を
産
寧
坂
（
三
年
坂
）

に
再
建
し
た
と
い
う
。 

 

大
正
の
始
め
八
木
町
に
あ
っ
た
雲
龍
寺

の
境
内
に
地
蔵
さ
ま
を
移
し
た
。
毎
月
二

十
四
日
の
縁
日
に
は
露
天
商
や
小
屋
掛
が

並
び
大
層
な
賑
い
を
み
せ
た
と
い
う
。 

 

さ
ら
に
昭
和
三
十
八
年
甲
州
街
道
バ
イ

パ
ス
建
設
に
伴
い
、
寺
と
共
に
現
在
地
に

移
転
、
車
堂
に
安
置
、
交
通
安
全
を
願
う

「
車
地
蔵
尊
」
と
し
て
慕
わ
れ
、
車
と
名

の
付
く
物
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
今
は
、

き
れ
い
な
車
地
蔵
堂
に
な
っ
て
い
る
。 

        

●
三
年
坂 

 

鎌
倉
時
代
、
今
か
ら
八
百
年
前
、
鎌
倉

街
道
の
道
筋
に
奇
妙
な
坂
が
あ
っ
た
。
以

前
（
現
在
の
八
王
子
市
立
第
二
小
学
校
東

側
周
辺
）
あ
っ
た
雲
龍
寺
門
前
の
坂
だ
と

い
う
。
坂
の
下
に
川
が
あ
り
、
落
ち
た
り

怪
我
を
し
て
血
を
み
る
と
三
年
も
経
た
ぬ 念仏車地蔵尊 

舜悦卜山和尚の像 
（現在、雲龍寺にこの像はない） 
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う
ち
に
死
ぬ
と
い
わ
れ
、
土
地
の
人
か
ら

恐
れ
ら
れ
「
三
年
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
頃
、
鎌
倉
幕
府
五
代
執
権
北
条
時

頼
が
建
長
寺
を
開
基
し
、
中
国
の
高
僧
蘭

道
渓
隆
に
師
事
、
仏
門
に
入
り
諸
国
行
脚

の
旅
に
出
た
。
そ
の
折
三
年
坂
に
至
り
、

坂
道
を
改
修
し
、
安
産
子
育
て
地
蔵
を
安

置
し
た
。
坂
の
呼
び
名
も
「
産
寧
坂
」
と

し
た
。 

               

●
通
り
ゃ
ん
せ
（
わ
ら
べ
う
た
）

詩
碑 

作
者
不
明
・
編
曲
本
居
長
世 

「
通
り
ゃ
ん
せ
通
り
ゃ
ん
せ 

こ
こ
は
ど
こ
の
細
道
じ
ゃ 

天
神
さ
ま
の
細
道
じ
ゃ 

ち
ょ
っ
と
通
し
て
く
だ
し
ゃ
ん
せ 

ご
用
の
な
い
者
通
し
ゃ
せ
ぬ 

こ
の
子
の
七
つ
の
お
祝
い
に 

お
ふ
だ
を
納
め
に
参
り
ま
す 

行
き
は
よ
い
よ
い 

帰
り
は
こ
わ
い 

こ
わ
い
な
が
ら
も 

通
り
ゃ
ん
せ 

通
り
ゃ
ん
せ
」 

江
戸
期
、
厳
重
を
き
わ
め
た
箱
根
の
関

所
の
あ
り
様
を
遊
び
歌
に
し
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
る
。
「
通
り
ゃ
ん
せ
」
「
か
ご
め

か
ご
め
」「
あ
ん
た
方
ど
こ
さ
」
な
ど
代
表

的
な
関
所
遊
び
歌
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
亀
戸
天
神
の
太
鼓
橋
を
連
想
し
、

天
神
参
り
を
し
て
い
る
様
子
を
歌
っ
た
と

も
さ
れ
て
い
る
。
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
幕
末
頃
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
亀
戸
天
神
は
大
宰
府
天
満
宮

を
真
似
て
造
ら
れ
て
い
る
。 

                        

通りゃんせ 
通りゃんせ  わらべうたの詩碑 

三年坂の灯籠と車地蔵堂 
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②
兜
率
山
傳
法
院

廣
園
禅
寺 

 

八
王
子
市
山
田
町
一
五
七
七 

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

本
尊 

弥
勒
菩
薩 

開
基 

大
江
広
元
（
師
親
）
の
後
裔 

長
井
道
広 

開
山 

峻
翁
令
山
和
尚 

創 

建 

康
応
元
年
（
一
三
八
九
） 

現
在
の
建
造
物
は
江
戸
時
代
の
再
建

で
あ
る
が
、
総
門
・
山
門
・
仏
殿
が
南
北

一
直
線
に
並
び
、
そ
の
奥
に
本
堂
・
庫
裏
・

開
山
堂
が
東
西
に
配
置
さ
れ
る
と
い
う
代

表
的
な
臨
済
宗
寺
院
の
様
式
を
保
っ
て
い

る
。
庭
園
も
含
め
た
境
内
一
帯
は
、
東
京

都
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

本
堂
前
の
し
だ
れ
桜
が
満
開
と
な
る
頃
、

四
月
六
日
に 

令
山
和
尚 

の
遺
徳
を 

し
の
ぶ
開 

山
忌
が
行 

わ
れ
る
。 

 

                        

●
木
造

法
光
円
融
禅
師
坐
像□

都 

寄
木
造
り
、
玉
眼
。
像
高
七
十
四
・
五

㎝
。
老
貌
で
警
策
を
持
つ
。
開
山
堂
に
安

置
さ
れ
、
通
常
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

法
光
円
融
禅
師
（
ほ
う
こ
う
え
ん
ゆ
う
ぜ

ん
じ
）
と
は
、
開
山
峻
翁
令
山
の
勅
謚
名

で
あ
る
。
製
作
者
・
製
作
年
代
は
と
も
に

不
明
で
あ
る
が
、
力
強
い
表
現
で
禅
師
の

風
貌
を
伝
え
て
い
る
。 

              

峻翁令山和尚像 木造法光円融禅師坐
 

廣園寺通用門 方丈庭園 

弥勒菩薩 
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●
総
門
（
四
脚
門
）□

都 

 

総
門
は
禅
宗
寺
院
で
は
表
門
の
こ
と
で
、

そ
の
構
造
は
、
四
脚
門
、
切
妻
造
、
檜
皮

葺
型
銅
板
葺
で
両
袖
塀
各
一
間
が
つ
い
て

い
る
。
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
再

建
で
細
部
の
技
法
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の

特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。 

                

●
山
門□

都 
 

山
門
の
構
造
は
、
三
間
二
重
門
、
入
母

屋
造
、
上
層
檜
皮
葺
型
銅
板
葺
、
下
層
板

葺
型
銅
板
葺
で
細
部
の
技
法
が
仏
殿
と
類

似
し
て
い
る
の
で
総
門
と
同
じ
江
戸
時
代

後
期
の
再
建
と
思
わ
れ
る
。 

                 

●
仏
殿□

都 

 

仏
殿
は
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
単
層
、

寄
棟
造
で
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
再

建
。
平
成
十
五
年
に
全
屋
根
葺
き
替
え
て

い
る
。 

                  

総門（四脚門） 

山 門 

仏 殿 
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●
鐘
楼□

都 
 

鐘
楼
は
、
桁
行
一
間
、
梁
間
一
間
、
屋

根
一
重
、
宝
形
造
、
檜
皮
葺
型
銅
板
葺
で

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
再
建
。
附

の
銅
鐘
に
は
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
及

び
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
の
旧
銘
及
び

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
改
鋳
銘
が
あ

り
、
鋳
名
の
末
尾
に
「
武
州
滝
原
住
加
藤

甚
右
金
吾
吉
重
」
と
あ
る
。 

              

●
無
病
願
い
「
鉢
か
ぶ
せ
」 

伝
統
行
事
と
し
て
、
子
ど
も
の
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
「
鉢
か
ぶ
せ
」
が
あ
る
。 

こ
の
行
事
は
約
六
百
年
前
、
同
寺
周
辺

で
、
子
ど
も
の
病
気
が
流
行
し
た
と
き
、

法
要
で
打
ち
鳴
ら
す
「
妙
鉢
」
と
呼
ば
れ

る
仏
具
を
か
ざ
す
と
、
病
を
引
き
起
こ
し

て
い
た
虫
が
驚
い
て
逃
げ
出
し
た
と
い
う

伝
説
に
由
来
す
る
。
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
た
も
の
で
あ
り
、
微
笑
ま
し

い
行
事
と
い
え
よ
う
。 
            

●
廣
園
寺 

七
不
思
議 

①
女
井
戸
（
め
い
ど
） 

峻
翁
令
山
和
尚
が
開
山
さ
れ
た
頃
の

こ
と
。
兎
を
食
べ
た
二
ノ
宮
明
神
は
喉
に

骨
を
刺
し
て
し
ま
う
。
困
っ
た
明
神
は
、

身
を
女
体
に
変
え
て
廣
園
寺
の
和
尚
の
所

へ
や
っ
て
き
て
「
骨
を
抜
い
て
ほ
し
い
」

と
懇
願
す
る
。
和
尚
が
読
経
祈
祷
を
し
て

骨
は
取
れ
た
。
明
神
は
お
礼
に
と
霊
水
を

奉
納
し
た
。
傍
に
控
え
て
い
た
小
僧
が
和

尚
に
「
な
ぜ
霊
水
か
」
と
尋
ね
る
と
、
和

尚
は
さ
っ
と
女
体
の
袖
を
め
く
り
あ
げ
た
。

す
る
と
大
蛇
の 

姿
が
現
れ
た
。 

霊
水
は
そ
の
後 

も
涸
れ
る
こ
と 

な
く
湧
き
出
る 

よ
う
に
な
り
、 

今
も
方
丈
裏
の 

池
水
と
な
っ
て 

い
る
。 

  
鉢かぶせ 

鐘 楼 

女 井 戸 

仏殿内に安置 
されている 
文化財の古鐘 
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②
廣
園
寺
で
打
ち
鳴
ら
す
太
鼓 

 

開
山
忌
で
読
経
す
る
時
に
打
ち
鳴
ら
す

太
鼓
の
音
は
、
遠
く
離
れ
た
二
ノ
宮
明
神

ま
で
聞
こ
え
た
と
い
う
。
こ
れ
を
耳
に
し

た
宮
総
代
は
直
ち
に
馳
せ
参
じ
る
の
が
習

い
だ
っ
た
と
い
う
。
今
は
絶
え
て
い
る
。 

 

③
蛇
塚 

 

境
内
の
西
隅
に
蛇
塚
が
あ
る
。
二
ノ
宮

明
神
が
大
蛇
に
姿
を
変
え
て
廣
園
寺
に
救

い
を
求
め
て
き
た
故
事
に
因
み
、
そ
の
霊

を
祀
っ
て
い
る
。 

 

④
男
井
戸
（
お
い
ど
） 

 

峻
翁
令
山
和
尚
在
世
の
頃
、
山
田
辺
り

は
ひ
ど
い
旱
魃
に
遭
っ
た
。
農
民
は
も
ち

ろ
ん
、
多
く
の
人
々
が
一
杯
の
飲
み
水
に

も
困
り
果
て
て
い
た
。
そ
こ
で
和
尚
は
三

日
三
晩
の
雨
乞
い
の
祈
祷
を
続
け
た
。
降

雨
は
雷
鳴
を
も
伴
い
、
大
き
な
堀
ま
で
残

し
た
と
い
う
。
今
で
は
、
井
戸
跡
の
近
く

山
田
小
学
校
南
側
道
路
上
に
、
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
の
木
と
共
に
表
示
さ
れ
、
昭
和
の
中

頃
ま
で
雨
乞
い
の
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

⑤
鐘
田 

 

女
井
戸
傍
の
畦
道
に
小
さ
な
田
が
あ
っ

た
。
作
物
が
育
た
ず
不
毛
の
田
と
い
わ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
憂
え
た
和
尚
は
鐘
を
田

に
沈
め
て
祈
祷
す
る
と
、
実
り
豊
か
な
田

に
一
変
し
た
と
い
う
。
こ
の
水
田
一
帯
は

明
治
中
頃
ま
で
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。

当
時
は
塩
を
撒
く
催
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

⑥
玉
手
石 

 

開
山
堂
の
前
に
丸
い
大
き
な
石
が
あ
る
。

境
内
の
外
に
あ
っ
た
石
が
通
行
の
邪
魔
に

な
る
た
め
和
尚
が
投
げ
た
先
だ
と
い
う
。

そ
の
後
「
遺
愛
の
石
」
と
さ
れ
た
。 

 

⑦
虫
塚 

 

あ
る
年
、
田
畑
に
害
虫
が
多
く
発
生
し

農
民
を
困
ら
せ
た
。
和
尚
が
退
治
祈
願
を

重
ね
る
と
、
あ
ま
ね
く
死
滅
し
た
。
し
か

し
命
あ
っ
た
も
の
の
供
養
は
大
切
と
考
え
、

農
民
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
虫
を
埋
め
て
塚

を
作
っ
た
と
い
う
。 

  

                        

玉 手 石 男 井 戸 
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③
御
所
水
の
里 

 
 

 
南
朝
派
貴
族
の
落
人
伝
説
遺
跡 

 

八
王
子
市
に
「
御
所
水
」
と
称
す
る
地
名

が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
の
八
王
子
市
台
町

周
辺
で
あ
る
が
、
近
く
の
富
士
森
公
園
内

の
都
立
富
士
森
高
校
が
移
転
し
た
跡
と
市

営
野
球
場
か
ら
陸
上
競
技
場
の
あ
た
り
は
、

往
時
の
お
も
か
げ
が
全
く
失
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
御
所
水
は
、
南
北
朝
動
乱
時
代
に
、

南
朝
派
の
高
貴
な
人
が
落
ち
の
び
て
き
た

と
い
う
南
朝
伝
説
遺
跡
地
で
も
あ
る
。
伝

説
に
は
、
天
皇
の
お
墓
が
あ
っ
た
。
宮
方

の
奥
方
（
夫
人
）
が
葬
ら
れ
て
い
る
。
公

卿
の
隠
れ
家
が
あ
っ
た
な
ど
諸
説
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
御
所
水
は
南
朝
の
桜
林
御
所

の
所
在
地
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
南

朝
」
と
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
南
朝
と
光
明

天
皇
の
北
朝
の
二
王
朝
時
代
。
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）
足
利
尊
氏
は
京
か
ら
関
東

へ
出
陣
す
る
。
北
条
高
時
の
遺
児
、
北
条

時
行
が
鎌
倉
を
占
拠
す
る
事
件
（
中
先
代

の
乱
）
が
起
き
、
こ
れ
の
鎮
圧
を
命
じ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
尊
氏
は
八
月
に
京
を
出

て
十
月
に
は
鎌
倉
を
奪
還
す
る
が
、
そ
の

ま
ま
鎌
倉
に
留
ま
り
天
皇
に
対
し
て
反
旗

を
翻
し
た
の
で
あ
る
。
一
説
に
は
征
夷
大

将
軍
に
任
じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
新
田
義
貞

を
尊
氏
追
討
の
た
め
に
派
遣
を
す
る
が
、

箱
根
竹
ノ
下
の
戦
い
で
新
田
は
敗
北
。
勢

い
に
乗
っ
た
尊
氏
は
京
に
攻
め
上
が
る
が
、

こ
こ
で
は
敗
北
し
て
、
九
州
へ
逃
走
。
再

び
武
士
勢
力
を
結
集
し
て
、
摂
津
湊
川
の

戦
で
楠
木
正
成
を
破
っ
て
入
京
し
、
京
を

制
圧
す
る
が 

翌
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）

虫 塚 お手玉地蔵 

蛇塚（右：疣とり地蔵） 
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尊
氏
は
持
明
院
統
の
光
明
天
皇
を
即
位
さ

せ
て
、
十
七
条
か
ら
な
る
「
建
武
式
目
」

を
作
成
し
政
治
方
針
を
示
し
て
幕
府
を
開

く
準
備
を
進
め
る
。 

 

一
方
の
後
醍
醐
天
皇
は
吉
野
に
逃
れ
て

皇
位
の
正
統
を
主
張
。
こ
こ
に
「
南
朝
」

が
誕
生
し
、
以
後
約
六
十
年
間
に
わ
た
っ

て
京
の
「
北
朝
」
と
対
立
す
る
「
南
北
朝

時
代
」
が
始
ま
る
。 

               

                        

④
富
士
森
公
園 

 

八
王
子
市
台
町
二
‐
二
‐
三 

 

桜
の
名
所
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
富
士
森
公
園
は
、
浅
間
神
社

の
鎮
守
の
森
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
富
士
森

公
園
と
し
て
開
園
、
今
日
に
至
る
。
広
大

な
公
園
の
敷
地
内
に
は
、
市
営
の
野
球

場
・
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
の
運
動
施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

             

御所水辡財天 御所水入口にある辻地蔵 

御所水弁財天 御所水弁財天 

富士森公園競技場 
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●
浅
間
神
社 

江
戸
時
代
初
め
、
八
王
子
の
代
官
頭
で

あ
っ
た
大
久
保
石
見
守
長
安
が
、
高
さ
約

六
㍍
の
塚
を
築
き
、
そ
の
上
に
浅
間
神
社

を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

塚
は
富
士
信
仰
で
「
富
士
塚
」
と
呼
ば
れ
、

「
富
士
森
」
命
名
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
南
北
朝
時
代
（
十
三
世
紀
）
に

こ
の
地
に
落
ち
の
び
た
、
南
朝
方
の
女
公

家
「
お
富
士
の
方
」
が
塚
を
築
い
た
も
の

が
「
富
士
塚
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
伝
説

も
あ
る
。
台
町
二
丁
目
の
辺
り
は
江
戸
時

代
は
御
所
水
村
と
言
わ
れ
、
南
朝
の
落
人

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。 

 

浅
間
神
社
の
拝
殿
は
大
正
天
皇
の
葬
儀

に
使
わ
れ
た
祭
場
殿
を
移
築
し
た
も
の
で

「
大
正
殿
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
神
社
の
例

祭
は
八
月
一
日
で
、
前
夜
の
七
月
三
十
一

日
に
は
境
内
で
厄
除
け
団
子
を
売
る
だ
ん

ご
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

   

                        

                        
浅間神社 富 士 塚 

富 士 塚 木花開耶姫
このはなのさくやびめ
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●
浅
間
神
社
例
祭 

 

七
月
三
十
一
日
は
、
浅
間
神
社
の
祭
礼

が
執
り
行
わ
れ
る
。
浅
間
神
社
は
、
富
士

森
公
園
に
隣
接
し
、
市
民
体
育
館
の
東
隣

り
に
位
置
し
、
台
町
・
万
町
二
丁
目
等
の

氏
神
様
と
し
て
、
昔
か
ら
こ
の
周
辺
の
住

民
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。 

 

浅
間
神
社
は
、
木
花
開
耶
姫
を
氏
神
と

し
、
富
士
浅
間
様
と
も
言
い
、
慶
長
年
間

大
久
保
石
見
守
長
安
（
徳
川
幕
府
創
立
の

頃
の
関
東
総
代
官
で
、
当
時
今
の
小
門
町

に
居
住
し
て
い
た
）
が
、
駿
河
国
の
本
宮

浅
間
神
社
を
分
社
し
、
現
在
の
地
に
高
さ

約
二
丈
、
周
囲
六
十
間
余
り
の
塚
を
築
き
、

頂
上
に
浅
間
神
社
を
勧
請
し
た
の
が
起
源

と
な
っ
て
い
る
。 

宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
十
一
）
社
殿

が
破
壊
に
及
び
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

改
め
て
石
造
り
の
社
殿
を
再
建
し
た
の
が

現
在
の
本
殿
で
あ
り
、
天
明
六
年
（
一
七

八
六
）
に
は
石
の
階
段
が
造
ら
れ
て
い
る
。 

 

例
祭
は
、
七
月
三
十
一
日
の
夕
刻
の
湯

の
華
の
神
事
か
ら
始
ま
り
、
昔
は
夜
の
祭

り
と
し
て
八
月
一
日
の
未
明
ま
で
続
い
た
。

参
道
か
ら
境
内
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
露

店
が
並
び
、
特
に
当
夜
売
ら
れ
る
団
子
は

有
名
で
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
暑
気
に
あ
た

ら
ぬ
と
の
言
い
伝
え
か
ら
「
団
子
祭
り
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
団
子
祭
り
の
起
り

は
、
明
治
中
頃
社
頭
に
居
住
し
て
、
宮
守

を
し
て
い
た
者
が
、
神
社
に
献
じ
た
洗
米

で
団
子
を
作
り
希
望
者
へ
分
与
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
当
夜
は
市
内
は
も
と
よ
り
近

郊
か
ら
も
参
拝
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
賑

う
。 
 

●
富
士
森
の
大
正
殿
跡 

 

台
町
富
士
森
公
園
内
。
大
正
天
皇
の
葬

儀
に
使
わ
れ
た
祭
場
殿
を
下
賜
さ
れ
、
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
二
十
五
日

に
移
築
し
た
も
の
で
、
同
時
に
忠
魂
碑
も

建
設
さ
れ
た
。
戦
後
、
荒
廃
が
進
み
、
昭

和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
浅
間
神
社
の

拝
殿
と
し
て
移
築
さ
れ
た
。 

  

          

●
八
王
子
招
魂
社 

 

大
久
保
長
安
が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
浅
間
神
社
の
丘
は
、
富
士
森
と
呼
ば
れ

て
親
し
ま
れ
て
い
た
。 

 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
八

王
子
町
は
、
富
士
森
に
報
国
忠
魂
碑
を
建

立
し
公
園
を
設
置
し
た
。
（
富
士
森
公
園
）

八
王
子
招
魂
社
と
は
こ
の
報
国
忠
魂
碑
の

こ
と
で
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南

の
役
、
及
び
明
治
二
十
七
年
～
八
年
（
一

八
九
四
～
五
）
の
日
清
戦
争
で
の
戦
病
没

者
の
霊
を
祀
っ
た
碑
に
、
国
家
が
社
格
を

与
え
て
招
魂
社
と
称
し
た
。 

灯籠（明治 39 年）11 月建立 
八王子軍人会 
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石
川
日
記
や
磯
沼
家
文
書
に
よ
る
と
実

際
碑
が
完
成
し
た
の
は
十
一
月
で
、
同
月

二
十
三
日
に
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
日
露
戦

争
戦
病
没
者
の
霊
を
合
祀
し
た
。
八
つ
の

石
垣
の
上
に
そ
び
え
る
青
銅
製
の
塔
が
忠

魂
碑
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
三
十
一
日
に
撤
去
さ
れ
た
。 

                

●
「
平
和
」
の
像 

 

富
士
森
公
園
内
に
は
平
和
像
が
あ
る
。

「
八
王
子
市
は
先
の
第
二
次
世
界
大
戦
に

お
い
て
大
き
な
戦
禍
を
被
り 

多
く
の
尊

い
人
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た 

こ
の
よ

う
な
戦
争
に
よ
る
悲
惨
な
生
活
は
再
び
繰

り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん 

よ
っ
て
非
核

平
和
都
市
宣
言
十
周
年
に
あ
た
り
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
う
市
民
の
平
和
の
象
徴
と

し
て
こ
こ
に
平
和
の
像
を
建
立
し
ま
す 

平
成
五
年
一
月 

 

八
王
子
市
」 
 

ま
た
八
王
子
市
は
既
に
、
昭
和
五
十
三

年
十
二
月
二
十
一
日
世
界
連
邦
平
和
都
市

宣
言
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
九
日
八

王
子
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
。 

        

                        
平和の像 

八王子海軍わだつみ会記念樹碑 忠 霊 塔 

八王子招魂社（明治 40 年代） 
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●
奥
津
雁
江
の
碑 

 

明
治
期
の
私
立
学
校
教
師
。
相
模
国
足

柄
の
出
身
、
本
名
定
次
郎
、
漢
学
を
今
川

象
外
に
、
国
学
を
吉
田
信
行
に
学
ぶ
。
そ

の
後
八
王
子
の
本
町
に
住
む
。
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
忠
愛
夜
学
校
を
創
設
、

学
齢
を
過
ぎ
た
者
に
忠
君
愛
国
を
説
く
。 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
十
八
歳
で

没
、
元
横
山
町
の
大
義
寺
に
眠
る
。 

 

辞
世
に
「
独
笑
の
と
ら
ひ
の
贅
（
い
ぼ
）

や
石
一
つ
残
し
て
帰
る 

阿
字
不
生
国
」
の

歌
碑
が
あ
る
。
奥
津
雁
江
の
碑
は
、
富
士

森
公
園
東
側
の
斜
面
に
あ
る
。 

          

⑤
直じ

き

入
院

に
ゅ
う
い
ん 

 

八
王
子
市
緑
町
二
二
三 

宗
派 

浄
土
宗
の
単
立
寺
院 

山
号
は
報
土
山
と
称
し
、
本
尊
は
運
慶

作
と
伝
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
如
来
で
、
札
所

本
尊
は
上
宮
太
子
作
と
伝
え
ら
れ
る
聖
観

音
。 何

度
も
空
襲
に
遭
い
本
尊
を
は
じ
め

諸
尊
像
は
消
失
。
現
在
、
直
入
院
に
祀
ら

れ
て
い
る
の
は
千
手
観
音
と
聖
観
音
の
二

体
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
小
門
町
に
あ

っ
た
が
、
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
、

戦
後
緑
町
に
移
転
し
た
。 

         

 

奥津雁江の碑 

日清・日露の慰霊碑 射撃訓練の碑 

直 入 院 
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●
石
造
五
智
立
像 

直
入
院
の
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手

に
五
体
並
ん
で
い
る
。
向
か
っ
て
右
か
ら

順
に
釈
迦
・
阿
弥
陀
・
大
日
如
来
の
三
体

は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
、
阿
閦
（
あ

し
ゅ
く
）・
宝
生
如
来
の
二
体
は
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
江
戸
の
石
工
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
も
の
で
、
元
禄
の
江
戸
文
化
を
伝
え
て

い
る
。 

 

五
智
如
来
（
ご
ち
に
ょ
ら
い
）
は
、
は

じ
め
小
門
町
の
蓮
生
院
の
門
前
に
建
て
ら

れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
、

戦
災
に
よ
り
蓮
生
院
が
焼
失
・
廃
寺
と
な

っ
た
た
め
、
同
二
十
九
年
元
横
山
町
の
帰

西
寺
に
移
さ
れ
た
。
帰
西
寺
も
昭
和
三
十

二
年
（
一
九
五
七
）
、
区
画
整
理
に
よ
る
移

転
を
機
に
直
入
院
と
合
併
し
た
た
め
、
現

在
地
に
再
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

小
門
町
に
あ
っ
た
当
時
は
、
縁
日
に
と

う
も
ろ
こ
し
を
売
る
露
天
が
並
ん
だ
こ
と

か
ら
「
と
う
も
ろ
こ
し
地
蔵
」
と
し
て
親

し
ま
れ
た
。 

           

●
と
う
も
ろ
こ
し
地
蔵 

 
五
智
如
来
は
俗
称
で
五
人
地
蔵
と
い
い

「
と
う
も
ろ
こ
し
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

明
治
末
期
、
大
勢
の
人
を
集
め
た
小
門
町

の
蓮
生
院
の
「
四
万
六
千
日
」
に
、
近
く

の
農
家
が
と
う
も
ろ
こ
し
を
売
っ
て
い
た

た
め
こ
う
呼
ば
れ
た
。 

甲
州
街
道
を
八
幡
町
か
ら
南
へ
少
し
入
っ

た
右
側
に
、
こ
の
蓮
生
院
は
あ
っ
た
。
今
、

お
風
呂
屋
さ
ん
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

ま
だ
、
ほ
と
ん
ど
桑
や
茶
、
麦
な
ど
の

畑
で
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
お
神
楽
や
芝
居

な
ど
も
出
て
、
大
変
な
人
出
だ
っ
た
。 

 

こ
の
五
人
地
蔵
は
、
三
百
年
ほ
ど
昔
、

広
厭
坊
と
い
う
名
僧
が
托
鉢
で
寄
付
を
集

め
、
源
兵
衛
と
い
う
石
屋
に
作
ら
せ
た
等

身
大
の
石
像
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
こ
の

通
り
を
「
広
厭
坊
横
丁
」
と
呼
ん
だ
。 

 

関
東
大
震
災
で
は
倒
れ
て
か
な
り
破
損

し
た
た
め
、
す
ぐ
修
復
。
さ
ら
に
、
戦
災

で
蓮
生
院
が
焼
け
、
住
職
も
居
な
く
な
っ

た
が
、
と
う
も
ろ
こ
し
祭
だ
け
は
続
け
ら

れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
、
小
谷
横
丁
の
帰

西
寺
に
引
き
取
ら
れ
、
祭
も
一
時
、
昔
の

賑
わ
い
を
取
り
も
ど
し
た
。
し
か
し
昭
和

三
十
二
年
区
画
整
理
の
た
め
、
緑
町
霊
園

内
の
直
入
院
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
今
は

訪
れ
る
人
も
な
く
静
か
に
立
っ
て
い
る
。 

  

●
肥
沼

こ
え
ぬ
ま

信の

ぶ

次つ

ぐ

の
墓 

 

ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
か
ら
東
へ
六
十
㎞
ほ

ど
離
れ
た
古
都
リ
ー
ツ
ェ
ン
。
土
地
の
王

侯
な
ど
の
墓
も
あ
る
墓
地
に
、
一
人
の
日

本
人
が
眠
っ
て
い
る
。
彼
の
命
日
に
は
毎

五智如来（五人地蔵） 
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年
、
リ
ー
ツ
ェ
ン
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
が
集
ま
り
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
式

典
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
人
と
は
、

八
王
子
市
出
身
の
医
学
博
士
・
肥
沼
信
次

で
あ
る
。 

 

信
次
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

八
王
子
町
中
町
に
肥
沼
医
院
を
開
く
父
梅

三
郎
と
母
ハ
ツ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

父
の
厳
格
な
教
育
の
も
と
嫌
い
だ
っ
た
数

学
の
勉
強
に
尋
常
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ

か
ら
力
を
入
れ
出
す
。
府
立
第
二
中
学
校

を
卒
業
後
上
京
し
、
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）
に
日
本
医
科
大
学
に
合
格
。
学
生
時

代
の
信
次
は
ド
イ
ツ
語
の
高
等
学
校
の
本

を
読
み
漁
り
、
教
授
に
も
一
目
置
か
れ
て

い
た
。 

 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
大
学
を
卒

業
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
中
泉
、
放
射

線
医
学
教
室
に
入
室
。
放
射
線
の
研
究
者

と
し
て
将
来
有
望
な
彼
は
十
二
年
の
春
政

府
の
給
費
学
生
の
身
分
で
ナ
チ
ス
の
台
頭

す
る
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
に
向
け
て
旅
立

つ
。 

 

ド
イ
ツ
で
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
放
射
研
究

所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
世
界
的
に
権
威
の
あ
る
「
物
理
学

の
た
め
の
雑
誌
」
な
ど
に
数
々
の
研
究
論

文
を
発
表
し
昭
和
十
九
年
に
は
ド
イ
ツ
人

で
も
資
格
の
困
難
で
あ
る
ハ
ビ
リ
テ
ィ
ー

レ
ン
（
正
教
授
）
の
地
位
ま
で
登
り
詰
め
た
。 

 

そ
の
こ
ろ
ド
イ
ツ
は
敗
色
濃
く
な
り
連

合
軍
の
激
し
い
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
翌
二
十
年
四

月
に
ソ
連
軍
が
ベ
ル
リ
ン
に
迫
る
。
そ
の

前
月
日
本
大
使
館
の
関
係
者
な
ど
は
西
へ

逃
げ
た
が
信
次
は
夫
を
亡
く
し
て
困
っ
て

い
た
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
母
娘
を
連
れ
て
ベ
ル

リ
ン
か
ら
東
へ
。
そ
の
後
九
月
に
占
領
軍

の
ソ
連
軍
司
令
官
か
ら
リ
ー
ツ
ェ
ン
の
伝

染
病
医
療
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
任
命
さ
れ

た
。 

 

当
時
リ
ー
ツ
ェ
ン
の
周
辺
で
は
チ
フ
ス

や
マ
ラ
リ
ヤ
な 

ど
の
伝
染
病
が 

猛
威
を
ふ
る
っ
て 

い
た
。
常
に
八
十 

人
ほ
ど
の
重
症
患 

者
が
い
る
セ
ン
タ
ー 

に
は
看
護
婦
が
七
名
い
た
が
、
そ
の
う
ち

五
名
が
亡
く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
セ
ン
タ

ー
の
た
だ
一
人
の
医
師
で
あ
っ
た
信
次
は

激
務
の
合
間
を
ぬ
い
隣
村
な
ど
の
患
者
も

往
診
す
る
。
ま
た
患
者
を
助
け
る
た
め
医

療
器
具
を
求
め
て
荷
馬
車
で
何
十
㎞
も
駆

け
回
る
、
そ
ん
な
毎
日
が
続
い
た
。 

 

し
か
し
、
激
務
が
重
な
り
翌
年
二
月
こ

ろ
発
疹
チ
フ
ス
に
侵
さ
れ
て
し
ま
う
。
セ

ン
タ
ー
で
は
そ
ん
な
素
振
り
も
見
せ
ず
に

皆
を
励
ま
し
て
い
た
。
彼
も
つ
い
に
病
魔

に
は
勝
て
ず
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
八
日
、

三
十
七
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
た
。 

 

自
分
の
命
を
か
け
て
リ
ー
ツ
ェ
ン
と
そ

の
周
辺
の
人
々
を
救
っ
た
男
、
肥
沼
信
次

は
多
く
の
人
々
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
。  

        

墓 誌 

肥沼信次 
(日本医科大学卒業) 
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⑥
摩
尼
山
寶
珠
院

萬
福
寺 

 

八
王
子
市
緑
町
二
三
五 

宗 

派 

真
言
宗
智
山
派 

ご
本
尊 

大
日
如
来 

寺 

宝 

毘
沙
門
天
像 

開 

基 

清
海
上
人 

創 

建 

元
信
州
諏
訪
氏
の
武
将
で
あ
っ

た
清
海
上
人 

開
創
年 

天
福
年
間
（
一
二
三
三
～
三
四
） 

多
摩
四
国
八
十
八
札
所
第
七
十
二
番

札
所
。
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
御
朱

印
五
石
を
拝
受
し
た
。
そ
の
後
、
享
保
年

間
（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
合
慶
上
人
に

よ
り
中
興
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
御
所
水
弁

財
天
の
別
当
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）
寺
領
を
市
営
霊
園
と
多
摩
少
年

院
の
敷
地
に
提
供
し
、
現
地
に
移
転
。
現

本
堂
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
宮
大
工

小
町
小
三
郎
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

              

●
五
輪
塔
の
稚
児
塚 

 

鎌
倉
時
代
の
五
輪
塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
稚
児
像
は
、
以
前
萬
福
寺
の
寺
領
だ

っ
た
今
の
多
摩
少
年
院
内
に
安
置
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
昔
の
伝
え
で
は
、
源
頼
朝

が
帰
路
の
折
、
夕
餉
（
ゆ
う
げ
）
の
毒
見

役
と
な
っ
た
稚
児
の
ひ
と
り
が
キ
ノ
コ
の

毒
に
あ
た
り
亡
く
な
っ
た
。
哀
れ
に
思
っ

た
頼
朝
が
、
五
輪
塔
を
建
て
懇
ろ
に
供
養

し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
五
輪
塔
が

亡
く
な
っ
た
稚
児
の
も
の
か
ど
う
か
定
か

で
は
な
い
。 

           

   

萬 福 寺 

肥沼家の墓 

五輪塔の稚児塚 
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●
塩
な
め
地
蔵 

 

塩
な
め
地
蔵
の
建
立
は
不
明
だ
が
、
古

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以
前
は
代
々
住

職
の
墓
の
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ

ろ
で
塩
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
江
戸
や
鎌
倉
に
は
塩
に
関
す
る
地
蔵

が
沢
山
あ
る
。
塩
を
運
ぶ
た
め
の
安
全
や
、

貴
重
な
塩
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
建
立

し
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
塩
な
め
地
蔵

が
そ
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

            

⑦
山
田
川 

 

山
田
小
学
校
西
の
め
じ
ろ
台
団
地
一
丁

目
付
近
か
ら
東
北
に
流
れ
出
し
、
北
野
町

で
浅
川
に
注
ぐ
。
流
長
六
・
三
㎞
、
流
域

五
㎢
。
水
源
は
二
カ
所
あ
り
、
廣
園
寺
前

で
合
流
し
て
い
る
。
緑
町
付
近
は
、
僅
か

だ
が
昔
の
風
情
を
残
し
て
い
る
。 

                

●
月
見
橋
（
赤
根
橋
） 

 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
「
山
田
川
に

架
せ
る
板
橋
な
り
、
此
邊
の
字
を
赤
根
と

云
、
土
人
の
話
に
頼
朝
此
橋
上
に
て
月
を

見
し
と
、
長
四
間
幅
八
尺
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
今
の
月
見
橋
は
後
に
で
き
た
新
道

で
、
鎌
倉
期
に
は
当
然
無
い
。
旧
道
で
あ

る
今
の
赤
根
橋
が
別
の
名
を
月
見
橋
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

              
山 田 川 

塩なめ地蔵 

月見橋（赤根橋） 
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⑧
子
育
て
地
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

緑
町
九
九 

 

昔
か
ら
こ
の
地
で
子
育
て
の
地
蔵
と
し

て
、
我
が
子
の
安
全
と
成
長
を
願
っ
て
多

く
の
人
々
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。
前
列

の
二
つ
の
小
さ
な
お
地
蔵
様
は
、
童
の
地

蔵
で
あ
る
。 

か
つ
て
の
管
理 

者
は
な
さ
ん 

に
因
ん
で
、 

お
は
な
地
蔵 

と
も
呼
ば
れ 

て
い
る
。 

 

⑨
お
助
け
地
蔵 

 

昔
、
山
田
川
の
水
量
は
多
か
っ
た
。
こ

の
川
に
、
叶
わ
ぬ
恋
に
悲
嘆
し
て
若
い
娘

が
身
投
げ
を
し
て
命
を
絶
っ
た
。
両
親
は

悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
も
、
川
辺
に
慈
愛

に
み
ち
た
お
地
蔵
様
を
建
立
し
た
。
死
後

の
成
仏
と
、
供
養
に
と
祈
り
を
込
め
た
こ

の
地
蔵
さ
ま
が
「
お
助
け
地
蔵
」
で
あ
る
。 

               

●
姫
竜
神 

 

水
や
川
の
女
神
で
あ
る
。
昔
か
ら
村
落

の
人
々
は
、
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
神
様

と
し
て
崇
拝
し
て
い
た
。
二
拝
二
拍
手
し

て
願
い
ご
と
を
念
じ
、「
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
手
を
合
わ
せ
一
拝
し
て
下
が
る
。 

ま
た
は
、
願
い
ご
と
を
書
き
、
姫
竜
神
の

祭
日
（
毎
月
十
八
日
）
に
お
参
り
す
る
な

ど
、
信
心
を
一
に
祈
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。 

              

子育て地蔵 

地 蔵 尊 
お助け地蔵全景 

姫 竜 神 

赤 根 橋 
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●
馬
頭
観
世
音 

緑
町
は
昔
、
由
井
村
字
小
比
企
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
鬱
蒼
と
し
た
樹
木
の
山
道
を

七
国
峠
へ
と
辿
り
、
峠
を
越
え
て
小
田
原

街
道
へ
行
く
の
に
、
馬
は
暮
ら
し
の
中
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

馬
頭
観
世
音
は
、
道
中
の
安
全
と
、
馬

の
守
護
を
願
い
各
地
で
祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
場
所
も
、
そ
の
名
残
り
か
と
思
え
る
。 

              

⑩
鎌
倉
古
道 

 

国
道
十
六
号
線
を
南
へ
行
き
、
山
田
川

を
越
え
た
所
、
右
へ
入
る
道
が
あ
る
。
そ

の
道
を
多
摩
少
年
院
方
面
に
行
く
車
道
が

鎌
倉
古
道
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

京
王
線
で
車
道
は
寸
断
さ
れ
て
い
る
が
、

渡
っ
て
歩
道
専
用
の
幅
二
ｍ
程
の
道
が
ゴ

ル
フ
練
習
場
南
側
ま
で
続
き
、
都
道
五
百

六
号
線
へ
と
合
流
し
て
い
る
。 

 

昔
、
源
頼
朝
も
通
っ
た
と
い
う
記
述
が

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
あ
る
。 
            

◎
参
考
資
料 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
発
見 

 
 

 
 

中
島
善
弥
著 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
散
歩
道 

・
セ
ピ
ア
色
の
風
景 

・
東
京
都
教
育
庁
計
画
課 

・
読
売
新
聞
多
摩
版 

・
第
十
号
ふ
じ
も
り
御
所
水
の
里 

・
人
物
は
ち
お
う
じ 

・
続
横
山
物
語 

 
 

 
 

峯
尾
光
鎮
著 

・
国
土
地
理
院
地
図 

・
石
川
日
記 

・
磯
沼
家
文
書 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

  
鎌倉古道（緑町） 

馬頭観世音 


